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別紙様式            

提   案   書 

 

                            平成２６年９月２４日 

（あて先） 

 埼玉県教育局教育総務部教育政策課長 

 

                   
 

所 属：川口市立並木小学校 

 

職 ・ 氏 名：教諭 渡邉栄次 
 

連絡先の電話番号：048-252-5407 

 

埼玉県教育委員会教職員提案制度募集要項に基づき、次のとおり提案します。 

タイトル： 力いっぱい運動し、体力向上を目指した指導の手引きの作成 

実践事例の要旨： 

 児童の体力を向上させるために、体育の授業が大きな役割を担っている。文部科

学省から「まるわかりハンドブック」が作られ、低・中・高学年の教材をどのよう

に工夫して指導したらよいのかを具体的に分かりやすく示されている。しかし、教

材以外の授業規律や授業の組み立て方など、主運動以外のことは示されておらず、

その結果、主運動までに時間がかかったり、安全への配慮が足りなかったりするな

ど、児童が思い切り運動できない要因がある。そこで、学校がどの児童にも一定の

質を保った授業を実践できるために、体育授業におけるハンドブックを作成する。

それによって、集団行動から授業の組み立て方や指導の仕方、教師の立ち位置、安

全への配慮等、全教員が共通理解・共通指導できるようにする。 

実践に至った背景： 

 埼玉県の児童の体力は各学校の努力により、向上傾向にある。その一方、体力に

対する二極化は未だ課題として残っている。本校においても例外ではなく、学年が

上がるにつれて運動する子としない子がはっきり分かれる。アンケートの実施から

運動が好きではない児童でも、体育は好きと答える児童もおり、体育授業を充実す

ることによって、運動に親しむ資質や能力を育成するきっかけとなるのではないか

と考える。しかし、毎年の異動により入れ替わる職員が多く、それぞれの教員が自

分の指導法で授業が行われているのが現状であり、指導にも温度差がある。また、

集団行動では各担任で異なった指導をするため、毎年4月に学級で共通理解をする

ための確認が必要である。さらには、若手教員の採用が増え、指導経験が少ないこ

とから、どのように授業を組み立てていけばよいか悩んでいる姿も見かけられた。 

そこで、学校として共通の指導をすることによって、どの児童にも一定の質を保

った体育授業を保証する。そして、若手教員も自信をもって指導できるように、「

並木スタイル（体育授業ハンドブック）」を作成し、各担任が授業づくりをするた

めのバイブルとして活用した。 
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実践のねらい及び内容： 

○実践のねらい 

 ・学校内の全教員が一定の水準を保った、共通の指導ができる。 

 ・着任した教員や若手教員にとって、授業づくりの参考となる。 

 ・体育時における運動量の確保や授業規律の徹底に役立てられる。 

○実践の内容 

 ・授業規律（集団行動、ハンドサイン） 

 ・教師の立ち位置 

 ・準備運動の考え方 

 ・授業の運動時間の配分 

 ・授業での安全について 

 ・指導者の声のかけ方 

 ・見学児童への指導 

実践の成果や効果： 

 ・全教員が共通理解し、共通行動を行うことができ、運動好きの児童を育成する

ことができた。 

 ・若手教員にとって体育授業づくりのテキストとなっている。 

 ・授業規律を全校で集まる朝礼や集会でも活用できている。 

 ・体育での運動量の確保が図られ、児童の体力向上につなげることができた。 

 ・集団行動は毎年４月に確認をするだけで、指導する必要がなくなった。 

実践期間：  ２年 ０月 

実践事例のセールスポイント： 

 ・１時間の授業の流れにそった構成になっているため、授業のイメージをつかむ

ことができる。 

 ・チェックシート方式となっているため、授業研究での活用や授業の振り返りが

しやすい。 

＜実践事例を他校でも活用できる方策等＞ 

＊他校で導入する際のポイント： 

 ・ただハンドブックを配布するのではなく、指導内容について共通理解を図った

り、実技講習会を行い指導の仕方を互いに見合ったりするなど、年度当初に研

修を積み重ねる必要がある。 

＊失敗しないための秘訣： 

・自校の実態に合わせたり、始めから全てに取り組むのではなく、年度ごとにポ

イント絞って共通した指導ができるようにしたりする。 

＊こうすれば自校よりも高い効果が得られるという方策： 

 ・定期的にチェックシートを用いて指導の振り返りを行い、成果や課題について

共通理解を図る。 

 ・授業研究で積極的に活用する。 

＊その他： 

公的支援（予算措置や教職員の加配等）への要望 実践元の所属長確認 

動画や写真の使用許可 

※ Ａ４判縦の用紙に横書き３枚以内で提出してください。 

※ 資料（印刷物、動画や写真のＤＶＤ）を添付していただいても構いません。 

  ◎ 印刷物による資料は規定枚数には含みません。 

  ◎ 資料提出に当たっては著作権や肖像権等に御注意ください。 

※ 実践を行った学校名等が公開される可能性があります。予め、実践元の所属長に  

 提案内容について御確認ください。  
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